
　

寿
き
ず
な

の
森
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の

充
実
や
特
に

学
校
応
援
団
活
動
で
は
、
そ
の
功

績
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
賞
の
受

賞
に
尽
力
さ
れ
、「
子
ど
も
は
寿
の

宝
・
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
の
思
い
の
も
と
、
ご
活
躍

さ
れ
た
青
木
茂
人
前
館
長
の
後
任

と
し
て
４
月
１
日
付
け
で
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

寿
公
民
館
は
市
内
に
あ
る
公
民
館

の
中
で
も
傑
出
し
た
活
動
を
さ
れ
て

お
り
、
館
長
の
大
役
が
務
ま
る
か
不

安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
民
館
運
営

委
員
会
を
は
じ
め
、
町
会
連
合
会
や

各
種
組
織
・
団
体
の
皆
様
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
の
皆
様
ま
で
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
や
生
涯
学
習

を
通
じ
て
、
寿
に
「
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
特
に

後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
、
今
ま
で
以
上

に
気
軽
に
公
民
館
や
福
祉
ひ
ろ
ば
活

動
へ
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

寿公民館長
百瀬　康雄

寿地区行事予定平成30年度
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世帯数

人　口

5,989戸

14,323人

（平成30.5.1現在）

委
員
長
　
　
遠
藤
　
勝
弘

　
　
　
　
　（
町
会
連
合
会
長
）　
　

副
委
員
長
　
宮
澤
　
　
茂

　
　
　
　
　（
町
内
公
民
館
長
会
会
長
）

会
計
　
　
　
神
澤
　
勝
則

　
　
　
　
　（
町
会
連
合
会
会
計
）　

委
員

　
古
屋
　
賢
司
（
赤
木
町
会
長
）

　
草
間
　
秀
成
（
小
池
町
会
長
）　
　

　
百
瀬
　
記
行
（
白
川
町
会
長
）

　
青
木
　
良
治
（
白
姫
町
会
長
）　

　
濵
　
　
宗
明
（
上
瀬
黒
町
会
長
）　

　
長
澤
　
　
厚
（
竹
渕
町
会
長
）　
　

　
朝
比
奈
忠
男
（
豊
町
町
会
長
）　
　

　
久
保
田
幸
康
（
寿
田
町
町
会
長
）　

　
鈴
木
　
茂
雄
（
竹
原
町
町
会
長
）　

　
撫
養
　
謙
一
（
寿
田
川
町
会
長
）　

　
望
月
　
敏
行
（
赤
木
公
民
館
長
）　

　
深
沢
　
昌
彦
（
小
池
公
民
館
長
）　

　
武
井
　
　
功
（
百
瀬
公
民
館
長
）　

　
須
田
　
幸
治
（
白
川
公
民
館
長
）　

　
松
澤
　
文
義
（
白
姫
公
民
館
長
）　

　
小
澤
　
隆
一
（
上
瀬
黒
公
民
館
長
）

　
竹
渕
　
那
美
（
竹
渕
公
民
館
長
）　

　
根
本
　
富
雄
（
豊
町
公
民
館
長
）　

　
林
　
　
純
一
（
寿
田
町
公
民
館
長
）

　
縣
　
　
房
弘
（
竹
原
町
公
民
館
長
）

　
河
端
　
聖
司
（
寿
田
川
公
民
館
長
）

　
塩
原
　
正
壽
（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

　
百
瀬
　
千
春
（
主
任
児
童
委
員
）　

　
山
田
　
早
苗
（
主
任
児
童
委
員
）　

　
清
水
　
壽
雄
（
館
報
編
集
委
員
長
）

　
伊
藤
重
次
郎
（
体
育
委
員
長
）　

　
牧
野
真
由
美
（
図
書
委
員
長
）　
　

平
成
30
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員・
職
員
紹
介

　　
林
　
　
忠
良
（
視
聴
覚
委
員
長
）　

　
藤
田
　
素
子
（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長
）

　
中
山
　
自
子
（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　
橋
本
　
哲
宏
（
寿
体
育
協
会
理
事
長
）

　
武
井
　
秀
樹
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
山
辺
　
　
猛
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
落
合
美
喜
子
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
渡
辺
あ
い
さ
（
筑
摩
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
）

　
田
畑
　
京
子
（
並
柳
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　
百
瀬
　
利
香
（
開
成
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　
五
味
　
富
士
（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　
御
子
柴
　
宏
（
寿
史
談
会
会
長
）

　
須
山
　
　
保
（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　
伊
藤
　
真
教
（
消
防
一
六
分
団
長
）

　
水
谷
　
直
人
（
村
井
・
寿
交
番
所
長
）

館
報
編
集
委
員

　
伊
藤
　
尚
子
（
赤
木
町
会
）　

　
清
水
　
壽
雄
（
小
池
町
会
）

　
浜
　
　
真
司
（
百
瀬
町
会
）

　
百
瀬
　
　
肇
（
白
川
町
会
）

　
古
林
　
　
勲
（
白
姫
町
会
）

　
石
田
　
典
子
（
上
瀬
黒
町
会
）

　
藤
田
　
三
雄
（
下
瀬
黒
町
会
）

　
上
平
　
貴
明
（
竹
渕
町
会
）

　
西
澤
　
宏
季
（
豊
町
町
会
）

　
菅
田
　
金
幸
（
寿
田
町
町
会
）

　
山
田
ま
ゆ
み
（
竹
原
町
町
会
）

　
津
田
　
圭
子
（
寿
田
川
町
会
）　

寿
公
民
館

　
公
民
館
長
　
　
　
百
瀬
　
康
雄
　

　
公
民
館
長
補
佐
　
吉
澤
　
　
拓
　
　

　
寿
公
民
館
主
事
　
浅
香
　
一
輝

　
嘱
託
　
　
　
　
　
丸
山
　
安
代

寿
公
民
館
運
営
委
員

　

寿
地
区
で
は
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
様
々
な
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
行

事
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
寿
公
民
館
な
う
」
等
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極

的
な
行
事
参
加
及
び
ご
声
援
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●「第71回寿地区球技大会」
　７月 1日（日）

●「第７回寿地区福祉の文化祭」
　　11月10 日（土）

●「第13回寿きずなの森フェスティバル」
　　７月16日（月）

●「平成30年度寿地区住民運動会」
　　10月 14 日（日）

●「第41回寿地区文化祭」
　　11月 11 日（日）



　

あ
じ
さ
い
の
お
寺
と
し
て
有
名

な
赤
木
山
弘
長
寺
の
山
田
真
弘
住

職
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
あ
じ
さ
い
』

　
昭
和
49
年
、
住
職
を
し
て
い
た
父

が
亡
く
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
漠
然
と

し
て
い
た
寺
の
後
継
が
必
然
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。「
寺
を
継
が
な
い
と

い
け
な
い
」
と
な
っ
た
途
端
、
高
校

生
だ
っ
た
私
の
進
路
も
、
お
金
が
掛

か
ら
ず
教
員
免
許
が
取
れ
る
大
学
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
弘
長
年
間

（
１
２
６
３
年
）
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
寺
は
、
牛
伏
寺
先
代
ご
住

職
に
兼
務
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
大

学
を
出
て
程

な
い
こ
ろ
、
あ

る
檀
家
の
方

か
ら
寺
に
ア

ジ
サ
イ
を
植

え
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
境
内
に
山
か

ら
水
が
染
み
出
し
て
い
る
ア
ジ
サ

イ
に
適
し
た
場
所
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
昭
和
55
年
、
そ
こ
を
整
備

し
て
「
あ
じ
さ
い
庭
園
」
を
造
り
、

そ
の
檀
家
の
方
が
自
前
で
ア
ジ
サ

イ
を
１
、０
０
０
株
、
５
年
間
か
け

て
植
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

研
究
熱
心
な
そ
の
方
と
奈
良
県

大
和
郡
山
市
に
あ
る
矢
田
寺
に
行

き
、
ア
ジ
サ
イ
を
ど
れ
く
ら
い
の
間

隔
で
植
え
て
あ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ

た
こ
と
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
矢

田
寺
に
は
60
種
類
、
１
０
、０
０
０

株
も
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て

い
て
、
時
期
に
は
何
万
人
も
の
参

拝
者
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

　

現
在
当
山
に
は
、
90
種
類
、
１
、

０
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

寺
の
家
族
が

中
心
に
な
っ

て
手
入
れ
を

し
て
い
る
た

め
、
株
数
を

増
や
す
こ
と

は
で
き
ず
、

古
く
な
っ
た
株
を
新
し
い
種
類
に

少
し
ず
つ
入
れ
替
え
て
種
類
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
か
け
て
花
の
見
ご
ろ

と
な
り
ま
す
が
、
例
年
県
内
各
地

か
ら
大
勢
の
方
々
に
お
参
り
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
種
類
に
よ
っ

て
咲
く
時
期
が
ず
れ
る
の
で
、
二

度
三
度
と
繰
り
返
し
来
ら
れ
る
方

も
多
く
、
見
頃
が
長
い
の
が
特
徴

で
す
。

　
お
寺
は
お
葬
式
を
す
る
た
め
の
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
参
り
に
来

て
下
さ
っ
た
方
々
が
、
ア
ジ
サ
イ
の

花
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
心
に
ゆ

と
り
と
安
ら
ぎ
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
赤
木
町
会
弘
長
寺　
山
田　
真
弘
】 　

４
月
18
日（
水
）に
視
聴
覚
委
員

会
主
催
の
撮
影
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
寿
地
区
の
担
当
保
健

師
と
な
り
ま
し
た
、
齋
藤
美
和
と

申
し
ま
す
。

　

普
段
は
南
松
本
に
あ
る
南
部
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
寿
地
区
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
寿
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
て
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
福
澤
哲
弥
と
申
し
ま
す
。

　

寿
地
区
は
人
口
も
多
く
、
市
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
地
域
づ
く

り
活
動
が
盛
ん
だ
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
課
か
ら
の
異
動

に
よ
り
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
麻
績
村
で
、
寿
地
区
は

今
ま
で
来
る
機
会
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
自
然
豊
か
で

地
域
の
方
々
が
温
か
く
、
大
変
魅

力
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
笑
顔
を

大
切
に
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
桜
の
撮
影
を
計
画
し
ま

し
た
が
今
年
は
桜
の
開
花
が
早

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
開
花
が
遅

い
と
言
わ
れ
て
い
る
蓼
科
山
聖
光

寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
後
は
同

じ
蓼
科
高
原
に
あ
る
英
国
式
庭
園

の
バ
ラ
ク
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン
で
春
の
花
を
撮
影
し
、

最
後
に
少
し
桜
が
残
っ
て
い
る
下

諏
訪
の
水
月
公
園
で
撮
影
を
し
ま

し
た
。
当
日
の
朝
は
小
雨
が
降
っ

て
い
た
た
め
心
配
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
晴
れ
て
ま
ず
ま
ず
の
撮
影

日
和
と
な
り
一
日
有
意
義
な
撮
影

研
修
が
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
回
撮
っ
た
写
真
は
公
民
館
に

展
示
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
に

撮影講座での集合写真

あじさい

芭蕉句碑

わ
が
ま
ち
こ
の
人

視
聴
覚
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

視
聴
覚
委
員
会
は
撮
影
講
座
の

他
に
も
寿
地
区
行
事
の
記
録
や
公

民
館
へ
の
展
示
、
住
民
の
方
へ
の

提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
寿
小
学
校
の
写
真
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

不
定
期
で
す
が
地
域
の
皆
様
が
興

味
を
引
く
よ
う
な
講
座
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

視
聴
覚
委
員
会
で
は
寿
地
区
の

た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
写
真
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
お
力

添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
視
聴
覚
委
員
長　
　

林　

忠
良
】

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

寿地区担当保健師
齋藤　美和

寿地区地域づくりセンター
福澤　哲弥

寿地区地域づくりセンター
清水　笑
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